




































































Ⅱ．牛腸茂雄の SELF AND OTHERS
　牛腸茂雄は生前に 3冊の写真集を出している。






































自死後に編まれた、Diane Arbus: An Aperture
Monograph（New York: Aperture Foundation,
1972）の構成を、牛腸が SELF AND OTHERSを
編むに当たって意識していると思わせるものがあ
ることはよく指摘されるところである4)。


















































いるとおり、そもそも SELF AND OTHERSとは、
レインの代表作の一つの原題でもある6)。













































































































































































































































































































































1) 土門は 1990 年に他界しているが、最後の撮影は木
村の死からわずか 4年後の 1978 年であった。
2) その一例として、土門が 1957 年に広島の原爆症の
子どもたちを撮影したときのエピソードは有名で
ある。「偉い先生」が撮影のために来院すると言わ
れた子どもたちは、病院のベッドの上に正座して
土門を迎え、土門が思いどおりの撮影をすること
は困難を極めたという。
3) 「赤線地帯」の女たちを撮影して話題を呼んだ常
盤とよ子は 1930 年生まれである。
4) 例えば、西井一夫、「異形の人ИЙ牛腸茂雄の記
憶」、『なぜ未だ「プロヴォーク」か』に所収、青
弓社、1996、99 頁参照。
5) レイン自身がこのゴフマンの言葉に強く鼓舞され
ている証として、まったく同じ言葉が彼の別の書、
『家族の政治学』（阪本・笠原訳、みすず書房、
1978）の 22 頁にも引かれている。
6) 邦訳は、『自己と他者』（志貴・笠原訳、みすず書
房、1975）である。
7) 精神病理学者ならぬ病原微生物学者すら、「人間の
場合には、互いの存在を認識しあう場合でも、空
間的存在としてより、記号化されたかたちで認め
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あうことが特に重要である」（益田昭吾、『病原体
から見た人間』、筑摩書房、2007、198 頁）と述べ
ている。
8) レイン、『ひき裂かれた自己』、84 頁以下。
9) ソンタグ（近藤耕人訳）、「写真でみる暗いアメリ
カ」、『写真論』に所収、晶文社、1979、41 頁。西
井一夫、前掲書、97 頁。
10) レイン、『ひき裂かれた自己』、141 頁以下。
11) 同上、146 頁。
12) レイン、『自己と他者』、112 頁。
13) レイン、『ひき裂かれた自己』、35 頁。
14) 同上、37 頁。
15) 同上、160 頁。
16) レイン、『自己と他者』、93 頁。
17) ネーゲル（永井均訳）、「性的倒錯」、『コウモリで
あるとはどのようなことか』に所収、勁草書房、
1989。
18) ┪デジャ＝ヴュ』第 8号、フォトプラネット、1992、
55 頁。
19) 同上、59 頁。
20) 同上、71 頁。
21) 牛腸茂雄を特集した『デジャ＝ヴュ』第 8号を教
えてくださった、立教大学経済学部 4年の鈴木美
波さんに感謝します。
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